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1.はじめに
兵庫県内には大小合わせて57のダム湖があり,最大の
黒川ダムを始めとして-庫ダム,呑吐ダム,多々良木ダ
ムなど大型のダム湖がある｡その内の約70%以上が県東

部にあり,その中で比較的身近なダム湖は東播磨平野に
ある平荘湖(平荘ダム)を始めとして県中央部の銀山湖
(生野ダム),県北部の昔水湖(引原ダム)などがある｡
今回,以上の3ダム湖の夏季プランクトンを調査する

機会が得られたのでその概要について報告する｡銀山潮
の調査には生野ダム管理所の小寺浜雄氏と谷捌富雄氏に
大変お世話になりました｡ここに記して厚く御礼申し上
げます｡

図1　調査ダム湖の地理的分布
A:平荘湖　　　B :銀山湖　　　C :音水湖

2.調査ダム湖の概要
(1)平荘湖

本湖は加古川市平荘町にある｡東播磨工業地帯に工業
用水として,また,一部は農業用水として利用すること
を目的として昭和41年(1966年) 5月に完成した｡総貯

水量は94万㌦,満水時の水位34.0m,県内では小型のダ
ム湖で,丘陵地をせき止めて造ったために第1ダムから

第4ダムよりなっている(図2)｡湖の中央部には島が
あり,湖の北側より連絡橋を設けている｡
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図2　平荘湖の形状

(2)銀山湖

本湖は朝来郡生野町竹原野にあり,市川の支流をせき
止めて造ったダム湖である｡本湖は播磨工業地帯の発展
に伴う人口増加により,都市用水の確保から兵庫県が計
画し,昭和48年(1973年) 3月に完成した｡堤高56.5m,

堤頂長220.0m,堤頂巾4.0m,総貯水量180万mSで県下
では第5位の大型ダム湖である｡ (図3)
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図3　銀山湖の形状
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(3)音水湖

本湖は揖保川の支流である引原川をせき止めて造り,
堤高66.0m,堤項長184.4m,最大水深60.0m,有効水

深27.0m,総貯水量219万mSで,県下では第3位の大型
ダム湖である(図4)｡本湖は洪水調節,発電,工業用
水などの多目的ダム湖で昭和33年(1958年) 3月に完成
した｡
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図4　音水湖の形状

3.採集期日と採集方法
採集期日と採集方法は表1に示した｡
採集に使用したプランクトンネットは口径30cm,長さ
50cm,網目は××13 (1日盛95/`m)を用い,プランク

トンの同定は光学顕微鏡によって行った｡

4.調査結果
(1)平荘湖のプランクトン

本湖に出現したプランクトンの種類と出現量を表2に
示した｡植物プランクトンは藍藻類のミズノハナが少量
出現している｡緑藻類はウデツヅミモが極めて多く,つ
ぎにアオミドロが多い｡フタヅノクンショウモも少量見
られた｡動物プランクトンは原生動物のトゲツボカムリ
が極めて多く,つぎにタマヒゲマワリも多く見られた｡

表1　採集期日と採集方法

輪虫類はツノテマリワムシが極めて多く,模脚類のヤマ
トヒゲナガケンミジンコも極めて多く出現している｡
(2)銀山湖のプランクトン

本湖に出現したプランクトンは表3に示した｡植物プ
ランクトンは緑藻類のヒトヅノクンショウモがわずかに
見られた｡動物プランクトンは原生動物のトゲッボカム
リが少量見られるほか,タマヒゲマワリがわずかに認め
られた｡輪虫類はツノテマリワムシが圧倒的に多く,こ
れについでフクロワムシが少量認められるほか,タマゴ
ガタエナガワムシが極めて少量認められ,また,榛脚類
のヤマトヒゲナガケンミジンコが極めて少量認められ
た｡

本湖に出現したプランクトンは平地富栄養性の種類が
多い｡

(3)音水湖のプランクトン

本湖に出現したプランクトンは表4に示した｡植物プ
ランクトンは緑藻類のウデツヅミモが圧倒的に多く,こ
の種類のみであった｡動物プランクトンは原生動物のタ
マヒゲマワリが少量見られるほか,輪虫類のハネウデワ
ムシが少量と,榛脚類のヤマトヒゲナガケンミジンコが
わずかながら認められた｡本湖に出現したプランクトン
はわずか4種類と少なく,極めて貧弱なプランクトン相
であった｡しかし,本湖には平地富栄養性のウデツヅミ
モが極めて多いことや,ヤマトヒゲナガミジンコが極め
て少量出現していることは予想外であった｡

5.考　察
この度,兵庫県におけるダム湖の平荘湖,銀山湖,普

水湖の夏季プランクトン相について調査したが,これら
のダム湖のプランクトンは,出現種と出現量ともに大き
な差異が認められた｡これらのダム湖に共通しているこ
とは,一般の天然湖沼に比べ種数と出現量が少ないのが
特徴と思われる｡平荘湖におけるプランクトンの特徴は
いずれも平地富栄養性で今回調査したダム湖の中では種
数と出現量がもっとも多く観察された｡模脚類のヤマト
ヒゲナガケンミジンコは平荘湖のみならず銀山湖,音水
湖にもごく僅かながら生息していた｡このことは本種の

ダム湖 俐ﾈ ?ｨ鰾 天候 亢8孰 水温℃ 兀y|ﾒ pH X犬 採集方法 

平荘湖 塔偵ゅ#R  ﾓΕ  ﾓ謄   晴 ゅ  29.0   b 水平採集 

銀山湖 塔偵ゅ#R  ﾓ#｣  ﾓ3｣   晴 ゅ  26.2  7.8 b 水平.垂直採集 

音水湖 塔偵ゅ#B  ﾓ3｣  ﾓC｣   晴 偵  26.0   b 水平.垂直採集 
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環境に対する適応性が優れているものと思われるo銀山
湖及び音水湖に出現したプランクトンは種数と出現量共
に貧弱であるが,しかし出現した種類はいずれも平地富
栄養性のものである｡これらの事実から両湖は貧栄養性
から中栄養性へ移行しているのではないかと思われる｡

あわりに
(1)平荘湖に出現したプランクトンは合計8種類であっ
た｡緑藻類のウデツヅミモと榛脚類のヤマトヒゲナガケ
ンミジンコが優占した｡

表2　平荘湖における夏季プランクトン相

(2)銀山湖におけるプランクトンは合計7種類であっ
た｡緑藻類のヒトヅノクンショウモと輪虫類のツノテマ
リワムシが優占している｡
(3)音水湖に出現したプランクトンは合計4種類であっ
た｡緑藻類のウデツヅミモが優占している｡

7.参考文献
兵庫県土木部河川開発課(1991) :兵庫のダム, 1-57

富川哲夫(1993) :川下川ダム湖の陸水学的調査報告｡
兵庫生物10.4, 135-138

種類 偃ﾙkﾂ 出現里 

藍藻類 ﾘ6MicrwystisaerginosaKuTZING ﾒ 

緑藻類 X6h686H7" StaurastnmgracileRALFS 偖ﾈ  

フ夕ヅノクンショウモ VF7F贍GU ﾆW U乃=ヒ 

アオミドロ  彦ﾆ ﾆ F ､ 十十 

原生動物 冰ｸ7ﾘ7 5 7ﾘ8｢ EudorimelegansEHRENBERG 偖ﾈ  

トゲツポカムリ 認貿f遊v6 贐ut ﾄﾄuF十十十 

輪虫類 86ﾘ6X7ﾘ8ｨ8 5b CocochilusunicornisRoUssELET 偖ﾈ  

榛脚類 H7ﾘ6x7 5 6ｸ5 987x985" EodiaptomusjaPonicus(BURCKHARDT) 偖ﾈ  

記号説明　十十十極めて多い｡十十多い｡ ±少ない｡

表3　銀山湖における夏季プランクトン相
種類 偃ﾙkﾂ 出現里 

緑藻類  6x6H6ﾘ485h8x4X8" pediastrzimSimPlex(MEYEN)LEMMERMANN ﾒ 

原生動物 冰ｸ7ﾘ7 5 7ﾘ8｢ EudorinaelegansEtlRENBERG ﾒ 

トゲツボカムリ 祢 ﾇVv6 t ﾇT4

輪虫類 86ﾘ6X7ﾘ8ｨ8 5b CocwhilusunicornisRoUssELET 頂  

フクロワムシ 7 ﾆ   &柳F F v4R ± 

夕マゴガ夕エナガワムシ 磐G免 'Vﾆﾆ v4R - 

模脚類 H7ﾘ6x7 5 6ｸ5 987x985" EodiaPtomtLSjaPmicus(BuRCKHARDT) 辻 

記号説明　十十十極めて多い｡ ±少ない｡ -極めて少ない｡

表4　音水湖における夏季プランクトン相
種類 偃ﾙkﾂ 出現量 
緑藻類 X6h686H7" StaurastntmgraCileRALFS 偖ﾈ  

原生動物 冰ｸ7ﾘ7 5 7ﾘ8｢ EudorinaelegansEHRENBERG ﾒ 

輪虫類 ﾈ4X6h8 5b polyathratrigla(EHRENBERG) ﾒ 

榛脚類 H7ﾘ6x7 5 6ｸ5H987x985" EodiaptomusjaPonicus(BuRCKHARDT) ﾒ 

記号説明　十十+極めて多い｡ ±少ない｡
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図5　説明

12図の説明
a.全形

b.含第1触角
C.含第5脚

d.♀第5脚

1.ミズノハナ　　　　　　2.フタズノクンショウモ　3.ヒトヅノクンショウモ　4.アオミドロ

5.ウデツヅミモ　　　　　　6.タマヒゲマワリ　　　　　7.トゲツポカムリ　　　　　8.ツノテマリワムシ

9. 7クロワムシ　　　　　10.タマゴガタテナガワムll./＼ネウデワムシ

シ

図5　兵庫県におけるダム湖の夏季プランクトン
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12.ヤマトヒゲナガケンミ

ジンコ


